
浅野 修一 議員
あさ の しゅういち

　

  

今
年
４
月
、｢

森
林
経
営

管
理
法｣

の
施
行
に
よ
り
国

は
、
山
林
再
生
へ
と
舵
を
切

っ
た
。
山
が
８
割
以
上
を
占

め
る
当
町
に
と
っ
て
も
追
い

風
に
な
る
と
思
わ
れ
、
好
機

と
捉
え
対
策
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

町
の
考
え
、
対
応
を
問
う
。

　  

今
西 
海
洋
森
林
課
長

　

戦
後
、
植
栽
さ
れ
た
町
内

の
多
く
の
森
林
は
伐
採
時
期

を
迎
え
、
搬
出
伐
採
や
間
伐

が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

今
後
は
、
素
材
の
生
産
性

と
収
入
性
の
向
上
を
図
り
、

　

搬
出
さ
れ
た
木
材
の
有
効
活

用
と
付
加
価
値
を
付
け
る
こ

と
が
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
取
り
組
ま
れ

て
い
る
、
森
林
経
営
、
森
林
整

備
、
保
育
間
伐
等
を
適
切
に

進
め
る
と
と
も
に
、
多
様
な

森
林
保
全
の
た
め
に
、
針
葉

樹
の
み
な
ら
ず
広
葉
樹
を
活

用
し
、
水
を
育
む
た
め
に
、
海

洋
林
や
入
野
松
原
の
保
全
等

々
、
多
様
な
森
林
整
備
に
つ

い
て
地
域
住
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
森
づ
く
り
を
推
進

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
ず
は
取
り
急
ぎ
、
大
切

な
町
有
林
や
私
有
林
で
適
切

な
施
業
を
行
な
い
、
利
用
促

進
を
図
っ
て
み
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
行
政
の
体
制
整

備
と
林
業
経
営
に
長
け
た
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
育
成
が
必
要
で
、

国
や
県
の
研
修
へ
積
極
的
に

出
向
く
な
ど
、
関
係
機
関
と

連
携
強
化
を
図
る
。

　

  

昨
年
の
質
問
で
の
答
弁

で
、
林
業
係
の
職
員
は
１
名

と
聞
い
た
が
、
新
年
度
以
降

も
同
じ
か
。
１
名
で
は
、
不
十

分
で
は
な
い
か
。

　  
今
西 
海
洋
森
林
課
長

　

新
制
度
へ
の
対
応
と
し
て

平
成
31

年
度
は
、
職
員
１
名
、

山
林
係
と
鳥
獣
対
策
に
臨
時

職
員
を
各
１
名
の
、
３
名
体

制
で
乗
り
切
り
た
い
。

　

  

新
た
な
制
度
に
対
す
る

町
長
の
考
え
を
問
う
。

　  
大
西 
町
長

　

庁
内
す
べ
て
の
人
員
配
置

に
つ
い
て
は
、
新
規
事
業
に

そ
の
都
度
正
規
職
員
と
は
な

ら
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

森
林
に
つ
い
て
も
、
正
職

員
と
い
う
訳
で
は
な
く
臨
時

職
員
で
の
対
応
と
し
、
ま
ず

は
調
査
の
方
か
ら
入
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
辺
り

は
、
業
者
に
委
託
す
る
な
ど

し
て
業
務
量
の
調
整
等
も
行

い
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん

で
も
ら
い
担
当
で
や
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　

  

虐
待
は
、
子
ど
も
や
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど
に
お
よ

ぶ
。
教
育
委
員
会
は
児
童
虐

　
待
問
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　  
畦
地 
教
育
長

　

児
童
虐
待
の
深
刻
化
を
受

け
て
、
平
成
12

年
に
児
童
虐

待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
、
そ

れ
以
降
も
全
国
各
地
で
深
刻

な
虐
待
事
例
が
続
い
た
こ
と

か
ら
、
関
係
法
令
の
改
正
や

整
備
が
さ
れ
て
き
た
が
、
養

育
者
の
虐
待
に
よ
っ
て
幼
い

子
ど
も
の
命
が
失
わ
れ
る
事

件
が
続
い
て
い
る
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
虐

待
を
発
見
し
た
場
合
、
直
ち

に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
本
年

度
黒
潮
町
が
掲
げ
た
黒
潮
町

総
合
戦
略
、
第
三
部
教
育
基

本
計
画
の
戦
略
の
柱
で
あ
る

「
子
ど
も
の
成
長
に
地
域
総

が
か
り
、
ふ
る
さ
と
貢
献
意

識
を
育
て
る
取
組
み
」
を
基

本
と
し
、
今
後
も
展
開
し
て

い
き
た
い
。

　

  

幡
多
児
童
相
談
所
と
の

連
携
は
、
ど
う
行
な
う
か
。

　  

藤
本 

教
育
次
長

　

子
ど
も
達
を
守
る
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
黒

潮
町
養
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
を
設
置
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
に
幡
多
児
童
相
談

所
の
職
員
や
中
村
警
察
署
の

署
員
も
メ
ン
バ
ー
に
お
り
、

そ
こ
で
連
携
を
取
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
保
育
体
制
に
つ
い
て

・
防
犯
対
策
に
つ
い
て

答

答答

答

答

教
育
委
員
会
は

　

ど
う
対
応
す
る

地
域
総
が
か
り
で

　
　

取
組
み
た
い

虐待問題

森
林
経
営
管
理
法
へ
の
対
応
は

 

臨
時
職
員
１
名
増
員
で
対
応

山林再生

山の再生に向けた植栽作業

問

問問

問

問
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